
【事務事業調書】

■事務事業の概要

■活動指標

■事業費（計画） ■事業費（当初予算） ■事業費（実績）

1 1 1

2 2 2

3 3 3

4 4 4

5 5 5

6 6 6

7 7 7

8 8 8

■事業経費

0

0

0

0

0

計　画

0

0

実　績

決　算 決算額

予
　
算

当初予算額

補正予算額

流用額

計

差引（一般財源）

細　節

その他の特定財源

国庫支出金

予算現額

県支出金

地方債

受益者負担金

会計 - 款 - 項 - 目 - 事業

10－01－02－003－04－

事業の分類 新規事業

予算科目
コード

金　額

0 0

特　記　事　項

特　記　事　項

0

金　額

特　記　事　項

平成19年度各学年の平均冊数は5.1冊に対し、平成20年度は5.5冊であり、0.4冊増加した。
「1ヶ月に読む本の平均冊数」（学習
内容定着度調査）の平均19年度平
均より、各学年＋0.2冊

平成19年度1ヶ
月に読む本の平
均冊数＋0.2冊

5.5冊

サブリーダー 斎藤雅人

計
画

高根沢町学力向上推進委員会（各小中学校で委員選出）で協議し、各児童・生徒に「毎日10分
間以上の読書」を平日はもとより、土･日曜日も含めて奨励していくことで、保護者も巻き込んだ事
業展開にしたい。また、読書カード等の活用や、図書館や図書ボランティア等との連携も図り、児
童生徒により多くの本に接する機会を提供することとする。

何をどのような方法で実施します（実施しました）か？

事務事業名

細　節

読書活動推進事業費

実
績

担当部課 こどもみらい課
担　当 学校教育担当

財
　
源

児童生徒には家庭において、学校においても「毎日10分間以上の読書」を徹底して指導した。
家庭では、毎日教科書と好きな本を読んで「読書カード」に記入して学校に報告し、学校では読
書の時間を設定して読書を実践した。
また、読み聞かせ・図書ボランティアが各校で活動しており、その力を借りて読書活動に力をい
れた。

どのような成果が現れます（現れました）か？

学校教育での読書の推進だけでなく、保護者も巻き込んだ事業に展開にすることによって、児童
生徒の読解力の向上、本への興味関心を高めるとともに、保護者や地域にも読書への関心を持っ
てもらうことで、連携した学力向上への繋がりとさせたい。

各校が図書ボランティア等を活用して実施している読み聞かせ等の“保護者の力”から、児童生徒
が読書（本）に対する興味関心が若干だが増加したと思われる。

指　標 目　標　値 達　成　値

細　節 金　額


